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第１章 計画の背景 

1. 計画の意義 

人が言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深

く生きる力を身に付けていく上で、子どもの頃の読書活動は欠かすことのできないもので

す。 

菊川市子ども読書活動推進計画は、菊川市の全ての子どもが、あらゆる機会、あらゆる

場所において自主的に読書活動を行うことができるよう、家庭、地域をはじめ図書館、学

校、子ども関連施設等の役割を明確にし、持続可能な読書環境づくりの推進に関する施策

の方向性や取組を示すものです。 

2. 国の動向 

国では、「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成13年12月12日法律第154号、以

下「法律」という。）に基づき、概ね５年にわたる基本的な計画を定めています。この法

律に基づき「第一次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」を平成14年８月に策

定しています。 

平成30年４月に策定された「第四次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」で

は、基本理念に加え、読書への関心を高める取組等について「発達段階に応じた取組によ

り、読書習慣を形成」「友人同士で行う活動等を通じ読書への関心を高める」の二つを推

進方策として示しています。 

このほか、障害の有無にかかわらず、全ての国民が等しく読書を通じて文字・活字文化

の恵沢を享受することができる社会の実現に寄与することを目的として、令和元年６月に

視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（読書バリアフリー法）が施行されま

した。その後、令和２年７月には「視覚障害者等の読書環境の整備に関する基本計画」が

策定され、アクセシブルな電子書籍の充実、視覚障がい者等の読書環境整備等の方針が示

されています。 

3. 県の動向 

静岡県における子ども読書活動の推進については、平成16年１月に策定した「静岡県子

ども読書活動推進計画」や静岡県読書活動推進会議の協議に基づいて施策を展開してきま

した。 

平成29年３月には令和８年度までの10年間を見越した第三次計画を策定し、全ての子ど

もが自主的に読書に親しむ習慣の確立を目指しています。さらに第三次計画から４年が経

ち、これまでの取組を踏まえ、また社会の変化に合わせ計画の見直しを行い、令和４年３

月に第三次静岡県子ども読書活動推進計画後期計画を策定しました。 

第三次静岡県子ども読書活動推進計画後期計画は令和４年度から令和７年度までを計画

期間としています。計画の基本方針として、発達段階に応じた「読書環境の整備」「読書

機会の提供」「読書活動の啓発」等の施策を、家庭、地域、学校等を通じた社会全体で取

り組むとしています。 
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第２章 第四次計画の基本方針について 

1. 第四次計画における基本方針 

(1) 発達段階に応じた効果的な取組 

乳幼児期のできるだけ早い段階から、絵本をはじめとした本にふれあう機会を、周囲の

大人がどれだけ多く与えられるかが重要です。小学生は、６年間の長い学校生活の中で、

学校図書館をどれだけ身近な場所として活用し、読書の習慣付けができるかが重要です。

中高生は、学校図書館と多様なメディアを生かして、様々な疑問を調べることで解決する

能力が養われることが重要で、いずれも新しい時代に対応した読書環境が必要となります。 

子どもが１日の大半を過ごす施設での取り組みに図書館の積極的なアプローチを加える

ことで、子どもの読書活動の充実を図ります。 

(2) すべての子どもの読書活動を支える環境の整備 

電子書籍の普及等、子どもを取り巻く読書環境は変化しつづけており、読書の形が多様

化しています。 

日常的に様々な本との出会いを実現するためには、図書館や学校、家庭や地域をはじめ、

社会全体で読書環境の整備を諮ります。また、特別な支援を必要とする子どもや保護者が

利用しやすい図書館であるよう、資料やサービスの充実を図ります。 

(3) 子どもたちが自主的に読書活動に取り組むような啓発や情報の発

信 

本に関する情報を収集し関係機関に提供していくことや、読書に関する様々な情報を多

くの方に関心を持ってもらうよう働きかけることが重要です。 

子どもをとりまく大人に対して、子どもが読書を楽しむことや読書活動の必要性につい

て、啓発や情報発信を行います。 
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2. 計画の位置づけ 

 
 

3. 計画の対象とする「子ども」とは 

本計画では、概ね18歳以下の子どもと、その保護者をはじめ子どもの読書活動の推進に

携わる市民などを対象とします。 

4. 計画期間 

本計画の期間は、令和５年度から令和９年度までの５年間としますが、「子供の読書活

動の推進に関する基本的な計画（第五次）」と整合性を図るため、国の計画改定に基づき、

市の計画を必要に応じて見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【図】計画期間 

 

第２次菊川市総合計画 
平成29（2017）年度～令和7（2025）年度 

菊川市教育大綱 
平成29（2017）年度～令和７（2025）年度 

第一次 菊川市子ども読書活動推進計画【平成20年度～平成24年度】平成20年３月策定 

第二次 菊川市子ども読書活動推進計画【平成25年度～平成29年度】平成25年３月策定 

第三次 菊川市子ども読書活動推進計画【平成30年度～令和４年度】平成30年３月策定 

 

施策 方針 

事業評価・見直し・取組の検討・努力目標 

第四次 菊川市子ども読書活動推進計画 
令和５（2023）年度 ～ 令和９（2027）年度 
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5. 基本方針、推進のための施策及び具体的な取組一覧 

 

  

基本方針 推進のための施策 具体的な取組 

1.発達段階に応じた効

果的な取組 

(1) 乳幼児における読書

活動の推進 

①絵本・児童書の充実(こども園) 

②指導計画に基づいた読書活動の推

進 

③保育時間での読み聞かせの実施 

④乳幼児向け行事（読み聞かせ・お

はなし会）の実施(児童館) 

⑤絵本・児童書の充実(児童館) 

⑥乳幼児向け行事（読み聞かせ・お

はなし会）の実施(図書館) 

⑦乳幼児向け行事(各種イベント)の

実施(図書館) 

⑧出張おはなし会(出前行政講座)の

実施 

⑨教材やイベント用品等の貸出し 

(2) 小学生における読書

活動の推進 

①絵本・児童書の充実(放課後児童

クラブ) 

②読み聞かせ活動の実施 

③絵本・児童書の充実(児童館) 

④蔵書の充実 

⑤図書標準の達成 

⑥全校で取り組む読書活動の実施 

⑦｢読書週間｣や｢子ども読書の日｣等

を通じての取組 

⑧図書委員会活動の充実 

⑨学校司書の配置 

⑩司書教諭による読書指導や学校図

書館の機能を活用した授業の支援

等の実施 

⑪子ども司書制度の実施 

⑫読書通帳の活用 

⑬小学生向け行事（読み聞かせ・お

はなし会）の実施 

⑭小学生向けイベントの実施 

⑮移動図書館の運営 

(3) 中学生・高校生にお

ける読書活動の推進 

①蔵書の充実 

②図書標準の達成 

③全校で取り組む読書活動の実施 

④｢読書週間｣や｢子ども読書の日」

等を通じての取組 

⑤図書委員会活動の充実 

⑥学校司書の配置 
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⑦司書教諭による読書指導や学校

図書館の機能を活用した授業の

支援等の実施 

⑧中高生向け(ＹＡ(ヤングアダル

ト))資料の充実 

⑨子ども司書制度の実施 

2.すべての子どもの読

書活動を支える環境

の整備 

(1) 図書館や学校が取り

組む基盤づくり 

①ＧＩＧＡスクール構想による 

ＩＣＴの活用 

②学校司書の配置 

③資料の充実と提供 

④電子図書館サービスの導入 

⑤図書館司書の専門性を活かした

サービスの提供 

⑥本を活用した質の高い教育 

⑦リサイクル市の開催 

(2) 家庭や地域と協力し

た基盤づくり 

①外国人住民への読書活動啓発 

②学校支援ボランティア等の協力

による学校図書館の環境整備 

③ボランティア活動支援センター

の設置と運営 

④本を活用した質の高い教育 

(3) 特別な支援を必要と

する子どもたちの読書

活動への配慮 

①外国人住民向けの出前行政講座 

②特別な支援を必要とする児童生

徒の読書活動の充実 

③適応指導教室の読書活動の充実 

④バリアフリー資料の提供 

⑤多言語資料の有効利用 

3.子どもたちが自主的

に読書活動に取り組

むような啓発や情報

の発信 

(1) 子ども読書活動の重

要性の啓発 

①外国人住民への読書活動啓発 

②新生児の家庭への啓発 

③幼児、児童、生徒の保護者への

啓発 

④家庭教育学級事業を通じた啓発 

(2) 知識取得や情報共有

の場としての図書館サ

ービスの周知 

①図書館ホームページの充実・ 

ＳＮＳの活用 

②電子図書館サービスの導入 

③読書通帳の活用 

④子ども司書制度 

⑤乳幼児向け行事(各種イベント)

の実施 

⑥小学生向けイベントの実施 
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第３章 基本方針に基づく具体的な取組 

本計画策定において、「第三次計画の取組状況」、「保護者や児童生徒を対象とした読書

についてのアンケート結果」などを議題にして検討してきました。 

子どもの成長過程における早い段階から、「読み聞かせ」を始めることは、大人にも子

どもにも大変良いことであり、できる限り中学生になる頃まで、子ども自身がおもしろ

い・楽しいと思うことができる本に出会える機会を多くつくることが大切である、という

考え方を基にして共通理解を図りました。 

その他にも、「小・中学校における学校図書館の利用状況」、「朝読書の実施状況」につ

いて情報交換し、「学校図書館と公共図書館の連携」、「学校への団体貸出」など、各実施

状況について共有してきました。さらに検討を進めていく中で、「読書で得られる楽しさ」

を伝えることが大切な視点であること、子どもたちは自分の興味のあることには、飽くな

き探究心があるので、その原動力が本と結びつくよう、読書環境を整備することが大事で

あるとの意見をいただきました。 

また、今後の図書館運営については、次のことを視野に入れた取組も必要であると提言

もいただきました。 

⚫ デジタル化の進展を見据えた電子図書館の利活用 

⚫ 母国語が日本語以外の市民に対応した資料の充実 

⚫ 中高生世代が魅力に感じる蔵書構成と居場所づくり 

これらの取組と、法律に基づき、国や県の計画を踏まえつつ、「３つの基本方針」に基

づき、個別の事業を展開していきます。 

1. 発達段階に応じた効果的な取組 

 

 

(1) 乳幼児における読書活動の推進 

乳幼児期には、親や周囲の大人が話しかける様々な言葉や表情が、子どもの心や脳に響

くことで、発達に良い影響を与えることが期待されます。また、身体の成長とともに活動

的になり、あそびなどの体験が増えていくことで感性が豊かになります。 

絵本による読み聞かせは、子どもが本を楽しむことを知る、とても大切なスタートライ

ンとなるものです。親子でのコミュニケーションを楽しみながら、あそびの要素を取り入

れた「読み聞かせ」が広く定着するよう、次の事業に取り組んでいきます。 

 
 

 

取組 ①絵本・児童書の充実 継続 

目的 
多種の絵本を用意することで、子どもの興味関心にそった絵

本を提供します。 

こども政策課 

こども園等 

内容 
園に図書コーナーを設置し、気軽に本を手にすることができる環境を整備し

ます。 
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取組 ②指導計画に基づいた読書活動の推進 継続 

目的 絵本に親しむことで心の安定や豊かな想像力を育みます。 
こども政策課 

こども園等 

内容 
子どもの心の安定をはかり、興味関心の幅を広げられるよう計画的に実施し

ていきます。 

取組 ③保育時間での読み聞かせの実施 継続 

目的 
読み聞かせをすることで、好奇心を満たしたり、知識を得た

りしながら、様々な絵本に関心がもてる機会とします。 

こども政策課 

こども園等 

内容 
保育者や保護者による読み聞かせを行い、重要性を啓発したり絵本に親しみ

やすい環境を設定したりします。 

取組 ④乳幼児向け行事（読み聞かせ・おはなし会）の実施 継続 

目的 
絵本への興味を引き出すために読み聞かせの場を提供すると

共に、保護者に家庭での読み聞かせの動機づけを行います。 

子育て応援課 

児童館 

内容 
児童館において職員やボランティアなどによる「読み聞かせ」や「おはなし

会」などを実施します。 

取組 ⑤絵本・児童書の充実 新規 

目的 
絵本と触れ合える場を提供し、絵本への愛着や物語等に親し

む機会をつくります。 

子育て応援課 

児童館 

内容 
児童館に図書コーナーを設置し、気軽に本を手にすることができる環境を整

備します。 

取組 ⑥乳幼児向け行事（読み聞かせ・おはなし会）の実施 継続 

目的 
遊びの要素を入れた読み聞かせの実践と絵本の紹介を行う

とともに、家庭での読み聞かせの大切さを伝えます。 
図書館 

内容 
乳幼児の親子を対象に、両館で「０・１・２おはなし会」「すいようおはな

し会」「日曜おはなし会」を開催します。 

取組 ⑦乳幼児向け行事（各種イベント）の実施 継続 

目的 図書館利用、読書活動を推進します。 図書館 

内容 
おはなしステーションや季節の行事（ハロウィン・クリスマス）にちなんだ

イベントを実施します。 
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(2) 小学生における読書活動の推進 

小学生は、学年が上がるにつれて、読書に対して感覚的な反応から論理的に物事を把握

しようとする反応へと変化していきます。自分一人で作品を選んで読むことができるよう

になるまで、良い作品との出会いを周囲の大人からの「読み聞かせ」により積み重ねるこ

とで、耳から聞く楽しさ、作品の味わいの良さを感じることができるようになります。 

低学年は、情操環境を育てながら、親との関係や友達とのコミュニケーションを図り、

聞くこと、見ることの楽しさを感じるようになります。 

中学年になると、自分の力で考える能力や、周囲とのコミュニケーションから社会性が

身につくため、本の世界を「理解」し、自分なりのイメージや想像力が膨らむので、作品

を通した様々な疑似体験を楽しめるようになります。また、友達や家族と本を話題にした

会話を楽しむことができるようになり、読書の幅も広がります。 

高学年になると知識が更に深まり、客観的な認識力が高まります。低学年では作品の理

解が難しかった物語の本を読むことや、新聞や雑誌など多様なメディアから自分の興味を

持ったことを調べたり、知ることの楽しさを実感するようになります。また、自分で作品

を選ぶ楽しみや、作品に共感することを覚えて、毎日の生活を実り多きものにする感受性

豊かな心の成長につながります。 

 

  

取組 ⑧出張おはなし会（出前行政講座）の実施 継続 

目的 
各施設での取組に図書館職員が協力することで、子どもの

絵本の読み聞かせ活動を推進します。 

図書館 

こども園等 

児童館 

内容 
児童館、園での乳幼児対象の読み聞かせイベントで、図書館職員による読み

聞かせを実施します。 

取組 ⑨教材やイベント用品等の貸出し 新規 

目的 

本や紙芝居以外の用品を貸し出すことによって、おはなし

の世界に触れ合えるよう図書館から園や児童館に提案しま

す。 

図書館 

こども園等 

児童館 

内容 
エプロンシアターやパネルシアター等、提供可能なリストを作成し、各園や

児童館に貸し出します。 

取組 ①絵本・児童書の充実 継続 

目的 
多くの本に触れ、読書することで、集中力や表現力がつき創

造性を豊かにします。 

こども政策課 

(放課後児童ｸﾗﾌﾞ) 

内容 
放課後児童クラブに図書コーナーを設置し、気軽に本を手にすることができ

る環境を整備します。 
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取組 ②読み聞かせ活動の実施 継続 

目的 本への興味関心がもてる機会とし､意欲､好奇心を育みます｡ 
こども政策課 

(放課後児童ｸﾗﾌﾞ) 

内容 
放課後児童クラブにおいて、指導員やボランティアが児童に対して読み聞か

せを実施します。 

取組 ③絵本・児童書の充実 新規 

目的 
本への関心や親しみが持てるような機会をつくり、自主的な

読書活動ができるよう環境を整えます。 

子育て応援課 

児童館 

内容 
児童館に図書コーナーを設置し、気軽に本を手にすることができる環境を整

備します。 

取組 ④蔵書の充実 継続 

目的 学校内の読書環境を充実させます。 
学校教育課 

小学校 

内容 
学校に設置されている「学校図書館」の資料を購入するほか、教室に「学級

文庫」を設置するなど、資料の充実を図ります。 

取組 ⑤図書標準の達成 拡充 

目的 学校内の読書環境を充実させます。 
学校教育課 

小学校 

内容 学校図書標準を達成するように資料の充実を図ります。 

取組 ⑥全校で取り組む読書活動の実施 継続 

目的 児童の読書機会を増やします。 
学校教育課 

小学校 

内容 朝読書や読み聞かせなど全校での読書活動を実施します。 

取組 ⑦「読書週間」や「子ども読書の日」等を通じての取組み 継続 

目的 
「読書週間」や「子ども読書の日」等の認知度を高めるとと

もに、児童の読書機会を増やします。 

学校教育課 

小学校 

内容 読書週間や子ども読書の日等を中心に、読書活動を実施します。 
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取組 ⑧図書委員会活動の充実 継続 

目的 
図書委員会を設置し、児童たち自身が校内で読書を推進でき

るようにします。 

学校教育課 

小学校 

内容 各学校で図書委員会による読書推進活動を行います。 

取組 ⑨学校司書の配置 継続 

目的 
児童の本などへの関心を高め、学校図書館への理解を深めま

す。 

学校教育課 

図書館 

内容 各校に学校司書を配置します。 

取組 
⑩司書教諭による読書指導や学校図書館の機能を活用した授

業の支援等の実施 
新規 

目的 
児童の本などへの関心を高めたり、学校図書館への理解を深

めます。 

学校教育課 

小学校 

内容 
12学級以上の司書教諭発令校において、司書教諭による読書指導などを実施

します。 

取組 ⑪子ども司書制度の実施 拡充 

目的 
本の知識や図書館の活動への継続的な参加を促し、読書意欲

を高めます。 
図書館 

内容 

子ども司書の認定を通して図書館の仕事を理解し、読み聞かせ等の読書に関

連する知識等を学ぶ機会を設けます。また、子ども司書の活動では、子ども

司書自身の読書体験を発信する機会もつくります。 

取組 ⑫読書通帳の活用 継続 

目的 
読書通帳を配ることで、子どもたちにもっと本を読んでもら

うきっかけを作ります。 
図書館 

内容 
小学生に配付。自分が読んだ本のタイトル等を記録し貯めていくことで、子

どもたちに読書習慣を身につけてもらいます。 

取組 ⑬小学生向け行事（読み聞かせ・おはなし会）の実施 継続 

目的 
遊びの要素を入れた読み聞かせの実践と絵本の紹介を行うと

ともに、家庭での読み聞かせの大切さを伝えます。 
図書館 

内容 
小学生を対象に、両館で「すいようおはなし会」「日曜おはなし会」を開催

します。 
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(3) 中学生・高校生における読書活動の推進 

中学生・高校生は、身体の成長や変化が大きく表れ、心の成長も飛躍的に進みます。 

自分と向き合う様々な作品を通じて、人生や自己実現について深く考え、大人の感覚を

身につけていきます。周囲からの影響を大きく受けるこの年代は、メディアの情報やトレ

ンドなど色々なことに興味を示すため、膨大な情報量に混乱することなく、選択や判断を

見誤らない正しい知識を身につけることが必要です。 

中学生・高校生に向け、読書機会の大切さを伝えるとともに、「職場体験」や「子ども

司書」等のキャリア体験型イベントを用意し、豊かな感性と社会性を育む活動にも取り組

んでいきます。 

 

 

取組 ⑭小学生向けイベントの実施 継続 

目的 
イベント開催により来館機会を作ることで、図書館利用を促

します。 
図書館 

内容 
小学生を対象に、こども図書館、おはなしステーション、夏休みお楽しみ教

室を開催します。 

取組 ⑮移動図書館の運営 継続 

目的 小学校における読書機会の充実を図ります。 図書館 

内容 
図書館の蔵書を搭載した移動巡回車で各小学校へ訪問し、昼休みの時間を利

用して児童に資料の貸出を行います。 

取組 ①蔵書の充実 継続 

目的 学校・学級内における読書環境の充実を図ります。 
学校教育課 

中学校 

内容 
中学校に設置されている「学校図書館」の資料を購入するとともに、教室に

「学級文庫」を設置するなど、資料の充実を図ります。 

取組 ②図書標準の達成 拡充 

目的 学校内における読書環境の充実を図ります。 
学校教育課 

中学校 

内容 学校図書標準を達成するように資料の充実を図ります。 

取組 ③全校で取り組む読書活動の実施 継続 

目的 生徒の読書機会を増やします。 
学校教育課 

中学校 

内容 朝読書や読み聞かせなど全校での読書活動を実施します。 
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取組 ⑤図書委員会活動の充実 継続 

目的 
図書委員会を設置し、生徒たち自身が校内で読書を推進でき

るようにします。 

学校教育課 

中学校 

内容 各中学校で図書委員会による読書推進活動を行います。 

 

 

 

 

 

取組 ④｢読書週間｣や｢子ども読書の日｣等を通じての取り組み 継続 

目的 
「読書週間」や「子ども読書の日」等の認知度を高めるとと

もに、生徒の読書機会を増やします。 

学校教育課 

中学校 

内容 読書週間や子ども読書の日等を中心に、読書活動を実施します。 

取組 ⑥学校司書の配置 継続 

目的 
生徒の本などへの関心を高め、学校図書館への理解を深めま

す。 

学校教育課 

図書館 

内容 各校に学校司書を配置します。 

取組 
⑦司書教諭による読書指導や学校図書館の機能を活用した授

業の支援等の実施 
新規 

目的 
生徒の本などへの関心を高め、学校図書館への理解を深めま

す。 

学校教育課 

中学校 

内容 
12学級以上の司書教諭発令校において、司書教諭による読書指導などを実施

します。 

取組 ⑧中高学生向け（ＹＡ（ヤングアダルト））資料の充実 拡充 

目的 図書館の中高生向けコーナーを魅力あるものにします。 図書館 

内容 
図書館の中高生向けコーナーや雑誌コーナーにおいて、中高生向けおすすめ

本・テーマ本の展示を充実させます。 

取組 ⑨子ども司書制度の実施（再掲） 拡充 

目的 
本の知識や図書館の活動への継続的な参加を促し、読書意欲

を高めます。 
図書館 

内容 

子ども司書の認定を通して図書館の仕事を理解し、読み聞かせ等の読書に関

連する知識等を学ぶ機会を設けます。また、子ども司書の活動では、子ども

司書自身の読書体験を発信する機会もつくります。 
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2. すべての子どもの読書活動を支える環境の整備 

 

(1) 図書館や学校が取り組む基盤づくり 

現代社会は情報化社会と呼ばれ、大量の情報が氾濫している状況にあります。このよう

な時代を生き抜くためには、正確な情報入手のための知識の習得が必要です。子どもが読

書活動を通じて知識を身に着けるための基盤づくりを、図書館や学校において取り組みま

す。 

 

 

 

 

取組 ①ＧＩＧＡスクール構想によるＩＣＴの活用 拡充 

目的 
ICTを活用することで、児童生徒が読書をする機会を増やしま

す。 
学校教育課 

内容 
一人一台端末やその他のICTを活用し、タブレット端末を活用した多様な学び

を研究します。 

取組 ②学校司書の配置(再掲) 継続 

目的 
児童・生徒の本などへの関心を高め、学校図書館への理解を

深めます。 

学校教育課 

図書館 

内容 各学校に学校司書を配置します。 

取組 ③資料の充実と提供 継続 

目的 
子どもの関心が高い資料、興味のある資料など、子どもの心

に残るような本を選定し、提供します。 
図書館 

内容 
出版社の目録等を参考にしつつ、新しい情報を取り入れた選書を行い、発達

段階に応じた図書の充実を図ります。 

取組 ④電子図書館サービスの導入 新規 

目的 
スマートフォンなど青少年が普段から手に取り使用する身近

なツールを介して、読書への興味関心を高めます。 
図書館 

内容 読書の機会を提供できるよう、電子図書館の導入に取り組みます。 
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(2) 家庭や地域と協力した基盤づくり 

教育では、幼児施設、学校のみならず、家庭はもとより、地域で支え育てる基盤が重

要です。協力者として、学校支援ボランティアなど地域の力を活かすとともに、人種や

言語に関係なく様々な人たちと協力しながら、子どもたちに良い刺激を与えられるよう、

次の事業に取り組んでいきます。 

 

 

取組 ⑤図書館司書の専門性を活かしたサービスの提供 継続 

目的 
子どもの読書活動に必要な専門的知識、技術を持った職員を

置き､利用者の満足度が高まるようなサービスを提供します｡ 
図書館 

内容 

子どもの読書活動に関する最新の知識・技術を習得するため、定期的に県

が主催する研修等に参加します。また、利用者からの図書についての相談

への助言、ボランティア活動の支援等に取り組みます。 

取組 ⑥本を活用した質の高い教育 拡充 

目的 

読書活動の推進においてもＳＤＧｓの理念に基づきながら取

組を充実させるとともに、本計画の推進がＳＤＧｓの達成に

寄与することを目指します。 

図書館 

内容 

ＳＤＧｓの持続可能な社会への意識を深めていく視点から、持続可能で多様

性と包摂性のある社会の実現に関連した本を選定し、提供することで、質の

高い教育につなげます。 

取組 ⑦リサイクル市の開催 拡充 

目的 
環境資源の大切さを鑑み、不要となった図書館資料の再利用

に取り組みます。 
図書館 

内容 
「リサイクル市」を開催し、利用者に絵本等の図書館資料を無償で提供しま

す。 

取組 ①外国人住民への読書活動啓発 新規 

目的 
母国語が日本語以外の住民に対して、図書館利用を促すとと

もに、家庭での読書環境の大切さを伝えます。 
地域支援課 

内容 

外国人住民向けの広報紙またはfacebookに図書館の利用方法や外国語の本の

紹介について掲載するとともに、親子が一緒に本を読むことの大切さを伝え

ます。 

取組 
②学校支援ボランティア等の協力による学校図書館の環境整

備 
継続 

目的 

図書委員会の児童のみでは技術的・時間的に困難な活動にボ

ランティア活動をもとに、利用しやすい環境作りに取り組み

ます。 

学校教育課 

内容 
配本や整理など、学校図書館の環境整備のほか､設備の開放、見守りを行い､

子どもたちが安全安心に学校図書館を利用できるよう環境を整えます。 
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(3) 特別な支援を必要とする子どもたちの読書活動への配慮 

読書を励行していくうえでは、様々な障がいに対する配慮が必要とされます。 

障がいのある子どもたちには、視覚障がい、聴覚障がい、知的障がい、肢体不自由、病

弱・身体虚弱、言語障がい、情緒障がい、ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）、ＬＤ（学習障

がい）、ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障がい）のほか、学習面又は行動面において困難のあ

る子どもで発達障がいの可能性のある人も含まれています。 

視覚障がい者には、資料の充実に向けて、さわる絵本、布絵本、ＬＬブック、大活字本、

点字図書、デイジー図書を提供していきます。 

また、母国語が日本語以外の世帯や子どもたちに対する支援が必要とされています。日

本語や日本文化の理解に加えて、異文化理解や多文化共生の考え方が根付くような取組を

含めて、特別な支援を必要とする子どもや保護者に利用しやすい図書館であるよう、次の

事業に取り組んでいきます。 

 

 

取組 ③ボランティア活動支援センターの設置と運営 継続 

目的 

児童生徒にボランティア活動や社会参加活動への参加を促

すなかで、広く社会で活動することを通して社会性や思い

やりの心を育て、健やかな青少年の育成を支援します。 

社会教育課 

図書館 

内容 
図書館、関連施設での活動を通して､子どもが本を大切にする気持ちや､新た

な分野の本を知るきっかけづくりを創出します。 

取組 ④本を活用した質の高い教育（再掲） 拡充 

目的 

読書活動の推進においてもＳＤＧｓの理念に基づきながら取

組を充実させるとともに、本計画の推進がＳＤＧｓの達成に

寄与することを目指します。 

図書館 

内容 

ＳＤＧｓの持続可能な社会への意識を深めていく視点から、持続可能で多様

性と包摂性のある社会の実現に関連した本を選定し、提供することで、質の

高い教育につなげます。 

取組 ①外国人住民向けの出前行政講座 新規 

目的 母国語が日本語以外の住民に対して､読書機会をつくります｡ 地域支援課 

内容 
外国人住民向けの出前行政講座のメニューに「図書館出張おはなし会」を掲

載し、外国人学校等へ出前行政講座を活用するよう周知します。 

取組 ②特別な支援を必要とする児童生徒の読書活動の充実 継続 

目的 子どもの実態に応じた読書活動を推進します。 

学校教育課 

小学校 

中学校 

内容 
一人一人の子どもの実態に合った量・内容・言語の本を用意し、子どもが進

んで読書を楽しめるようにします。 
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3. 子どもたちが自主的に読書活動に取り組むような啓発や情報の発信 

 

(1) 子ども読書活動の重要性の啓発 

菊川市の年代別の取組や環境づくりを進めていくためには「読書環境の大切さ」「読書

の意義」について、市民の理解を深めることが重要です。関係機関と連携し、家庭におけ

る積極的な読書活動を促していきます。 

 

取組 ③適応指導教室の読書活動の充実 拡充 

目的 適応指導教室に来る子どもの読書への関心を高めます。 学校教育課 

内容 
子どもの実態に合わせて、隣接する小笠図書館を活用し、読書をする機会を

増やします。 

取組 ④バリアフリー資料の提供 継続 

目的 障がいに応じたサービスを展開します。 図書館 

内容 障がい者に配慮した資料（ＬＬブック､大活字本､点字図書）を提供します。 

取組 ⑤多言語資料の有効利用 拡充 

目的 
母国語が日本語以外の世帯や住民に対して、図書館の利用を

促すとともに、読書機会を増やします。 
図書館 

内容 

７か月児相談において、母国語が日本語以外の方にも「赤ちゃんといっしょ

に はじめまして絵本」の多言語版（英語、ポルトガル語、タガログ語）を

配布し、絵本の読み方をアドバイスします。また、外国人市民が子供の本の

ニーズを満たす上で、図書館を一層利用しやすくなるよう、外国語対応の図

書館利用案内を合わせて配布します。 

取組 ①外国人住民への読書活動啓発(再掲) 新規 

目的 
母国語が日本語以外の住民に対して、図書館利用を促すとと

もに、家庭での読書環境の充実の大切さを伝えます。 
地域支援課 

内容 

外国人住民向けの広報紙またはfacebookに図書館の利用方法や外国語の本の

紹介について掲載するとともに、親子が一緒に本を読むことの大切さを伝え

ます。 
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(2) 知識取得や情報共有の場としての図書館サービスの周知 

スマートフォンなどの普及により、欲しい情報がいつどこにいても取得できるようにな

り、また、図書館などの利用者はイベント情報や開館日などは、事前にＳＮＳ等を通じて

情報を確認するようになってきました。 

図書館が読書の楽しさに触れ、読書が学びにつながる施設であることから、子どもや保

護者が図書館に関心を持ち、利用を促すよう情報発信を行います。 

 

取組 ②新生児の家庭への啓発 継続 

目的 

身近な言葉を習得し、創造性、想像力が大きく発達する乳幼

児期に、各家庭において親子で一緒に絵本を楽しむ時間を日

常的に作ることの重要性を啓発します。 

子育て応援課 

内容 

新生児の家庭に保健師が訪問した際に、家庭における読書の大切さを伝える

パンフレットを配布します。また、お名前入り絵本「きくすくブック」をプ

レゼントし、絵本にふれあう機会をつくります。 

取組 ③幼児、児童、生徒の保護者への啓発 継続 

目的 
保護者も読書に対する関心を深めてもらうことで、積極的な

読み聞かせや読書の時間をつくることを促します。 

こども園等 

小学校 

中学校 

内容 学級だよりや保護者会を通じ、家庭での読書環境の大切さを伝えます。 

取組 ④家庭教育学級事業を通じた啓発 継続 

目的 

子どもが読書習慣を身に付けるためには、生活基盤である家

庭での習慣が教育において大きな役割を担うことを周知しま

す。 

社会教育課 

内容 
園、小学校、中学校に置かれた家庭教育学級において、啓発物の配布や講師

による講話の開催等を家庭教育学級活動に組み込むよう啓発します。 

取組 ①図書館ホームページの充実・ＳＮＳの活用 継続 

目的 図書館のリアルタイムな情報を魅力的に伝えます。 図書館 

内容 
ホームページやＳＮＳを活用し、常にリアルタイムな情報を更新し、見やす

いページで、知りたい情報や工夫を凝らした様々な情報を発信します。 

取組 ②電子図書館サービスの導入（再掲） 新規 

目的 
スマートフォンなど青少年が普段から手に取り使用する身近

なツールを介して、読書への興味関心を高めます。 
図書館 

内容 読書の機会を提供できるよう、電子図書館の導入に取り組みます。 
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取組 ③読書通帳の活用（再掲） 継続 

目的 
読書通帳を配ることで、子どもたちにもっと本を読んでもら

うきっかけを作ります。 
図書館 

内容 
小学生に配付。自分が読んだ本のタイトル等を記録し貯めていくことで、子

どもたちに読書習慣を身につけてもらいます。 

取組 ④子ども司書制度の実施（再掲） 拡充 

目的 
本の知識や図書館の活動への継続的な参加を促し、読書意欲

を高めます。 
図書館 

内容 

子ども司書の認定を通して図書館の仕事を理解し、読み聞かせ等の読書に関

連する知識等を学ぶ機会を設けます。また、子ども司書の活動では、子ども

司書自身の読書体験を発信する機会もつくります。 

取組 ⑤乳幼児向け行事（各種イベント）の実施（再掲） 継続 

目的 図書館利用、読書活動を推進します。 図書館 

内容 
おはなしステーションや季節の行事（ハロウィン・クリスマス）にちなんだ

イベントを実施します。 

取組 ⑥小学生向けイベントの実施（再掲） 継続 

目的 
イベント開催により来館機会を作ることで、図書館利用を促

します 
図書館 

内容 
小学生を対象に、こども図書館、おはなしステーション、夏休みお楽しみ教

室を開催します。 
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第４章 評価指標・進捗管理 

1. 努力目標（数値目標） 

計画した施策を着実に推進していくため、定期的に評価を実施し、進捗する必要があ

ります。そこで、下表に示す内容を本計画の評価指標として評価を行います。 

(1) 静岡県の努力目標（数値目標）を基準として設定した項目 

基本施策 
市の現状値 

R3年度 
県の目標値 

R7年度 
市の目標値 

R９年度 

１か月の読書冊数 

小 12.6冊 小 ７冊 小 13冊以上 

中 2.8冊 中 ４冊 中 ５冊以上 

高 1.2冊 高 ２冊 高 ３冊以上 

朝読書、読み聞かせ等全校で取り組む読書活

動を実施している学校の割合 

小 77.8％ 小 100％ 小 100％ 

中 100％ 中 100％ 中 100％ 

※図書標準を達成している学校の割合 
小 66.7% 小 90％ 小 100％ 

中 33.3% 中 80％ 中 100％ 

司書教諭が読書指導や学校図書館の機能を活

用した授業の支援等を行う時間を位置付け、

実施している学校の割合（12学級以上の司書

教諭発令校を対象とする） 

― 小 100％ 小 100％ 

― 中 100％ 中 100％ 

学校司書を配置している学校の割合 
小 100％ 小 90％ 小 100％ 

中 100％ 中 90％ 中 100％ 

「子ども読書の日」(４月23日)、「こどもの

読書週間」(４月23日～５月12日)、「読書週

間」(10月27日～11月９日)のいずれかに読書

啓発(図書館利用指導を含む)に取り組んだ学

校、公立図書館の割合 

小 100％ 小 100％ 小 100％ 

中 100％ 中 100％ 中 100％ 

子ども読書アドバイザーとして活動する人の

数 
市 １人 県全体250人 市 ２人 

図書館の児童図書の年間貸出冊数（12歳以下

の子ども1人あたり） 
34.1冊 24冊 35冊以上 

※学級数に応じて定められている学校図書館に整備すべき蔵書の冊数。 
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(2) 市独自の項目 

毎年度の読書調査、令和３年度に実施した計画策定のためのアンケート結果から、「本

を読むことが好き」と答える割合は小学生・中学生は県平均と比べ高い回答傾向となって

います。反面、高校生の回答は少しではありますが県平均を上回っています。 

また、１か月に本をまったく読まない子ども（不読者）の割合は、特に中学生において

顕著となっていますが、県平均と比べ本を読まない子どもが少ない傾向にあります。 

第四次計画では、保護者や家庭に対する子ども読書活動の意義や大切さの普及・啓発

に取り組むことで、「本を読むことが好きと答える子どもが多い」「本をまったく読まな

い子どもが少ない」状況が、読書活動の充実に充用であると考えます。 

2. 進捗管理 

本計画の総合的かつ効果的な推進のために、「菊川市子ども読書活動推進協議会」にお

いて進捗の管理に努めます。 

協議会では、静岡県の努力目標を基準として設定した項目、市独自の努力目標として設

定した項目に対し、毎年度児童生徒を対象としたアンケートや関係各課の進捗状況を確認

し、評価を行います。 

 

基本施策 
市の現状値 

Ｒ4年度調査 

県の参考指標 

R２年度 

市の目標値 

Ｒ9年度 

本を読むことが好きだと答

える児童・生徒の割合 

小学生 74.5% 小学生 67.2% 小学生 74.5% 

中学生 81.0% 中学生 69.4% 中学生 81.0% 

高校生 61.8% 高校生 61.5% 高校生 61.8% 

不読者の割合 

(Ｒ３年度読書冊数調査) 

小学生 12.4% 小学生 17.1% 小学生 県平均以下 

中学生 12.4% 中学生 34.0% 中学生 県平均以下 

高校生 41.0% 高校生 48.5% 高校生 県平均以下 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考資料 》 
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《参考資料》 

資料１ 第三次計画の取組と成果 

1. 第三次計画の取組 

菊川市は、第三次の目標に紐づく施策を展開し、乳幼児期・小学生・YA世代（中学生・

高校生）の読書環境の充実を図る取組を実施しました。また、子どもの読書習慣の確立に

大きな影響をもつ家庭の読書活動を支援すること、学年が上がるにつれて読書活動が減少

する中学生・高校生の読書活動の支援を行うことに重点を置き、59の計画事業を掲げ13の

数値目標を定め各事業に取り組んできました（令和２年度に数値目標を一部修正）。この

間、市立図書館をはじめ、関係各課、園、小学校、中学校等子どもが関わる様々な部署、

地域で活躍するボランティア人材、家庭と連携し、子どもの読書活動を推進しました。 

3. 第三次計画の成果 

第三次計画の数値目標の実績値と、幼児から高校生までで読書活動状況の実態調査結果

（令和３年度実施）を分析し、成果指標の検証を行うとともに、第四次に向けた課題を抽

出しました。 

(1) 静岡県の努力目標を基準として設定した項目 

 市立図書館の児童図書の蔵書冊数 

市計画現状値 
H28年度 

県計画目標 
R３年度 

市計画目標 
R4年度 

市実績 
Ｒ３年度 

12.7冊 14.4冊 14冊以上 14.8冊 

図書館の児童書蔵書数は、第三次計画開始年度である平成28年度には12.7冊でしたが、

県計画の目標値が14.4冊とされたこともあり、14冊以上を目標としました。 

令和３年度実績は14.8冊と目標を達成しております。 

 市立図書館の児童図書の年間貸出冊数（12歳以下の子ども１人あたり） 

市第三次計画現状値 
H28年度 

県計画目標 
R３年度 

市計画目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

31.3冊 24.0冊 33冊以上 34.1冊 

第三次計画策定前の平成28年度末の実績が31.3冊であったことから、令和４年度の市目

標（33冊以上）は、令和３年度の県目標（24.0冊）より約37％増の33冊を目標に設定しま

した。 

市第三次計画現状値の平成30年度は35.7冊でした。令和２年度には新型コロナウイルス

感染症感染拡大状況を鑑み、市立図書館を休館した期間がありました。また、令和３年度

も新型コロナウイルス感染防止対策として、不要不急な外出自粛や図書館利用の短時間制

限を呼びかけたことから、利用者が図書館で本を借りることが難しい時期がありました。 
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 全校一斉の読書活動を実施している学校の割合 

【小学校】 

市第三次計画現状値 
H28年度 

県計画目標 
R３年度 

市計画目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

100％ 100％ 100％ 77.8％ 

【中学校】 

市第三次計画現状値 
H28年度 

県計画目標 
R３年度 

市計画目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

100％ 100％ 100％ 100％ 

第三次計画開始時において既に小中学校において朝読書を実施していたことから、市独

自に目標項目を『すべて学校で全校一斉の読書活動を週３回以上実施するという』に設定

していました。しかしながら、新学習指導要領の開始に伴い、朝読書に充てていた時間を

他の活動に振り分けるようになり、従来どおり朝の活動時間を読書に充てることが難しく

なったことから、令和３年度から指標を県の計画と同じ「全校一斉の読書活動を実施して

いる学校の割合」に変更しました。 

中学校では全校一斉の読書活動を全校で達成しましたが、小学校においては、新型コロ

ナウイルス感染拡大する時期においては実施が難しかったとの意見がありました。 

 図書標準を100％達成している学校の割合 

【小学校】 

市第三次計画現状値 
H28年度 

県計画目標 
R３年度 

市計画目標 
R４年度 

市実績 
R３年度 

66.7％ 90.0％ 100％ 66.7％ 

【中学校】 

市第三次計画現状値 
H28年度 

県計画目標 
R３年度 

市計画目標 
R４年度 

市実績 
R３年度 

33.3％ 80.0％ 100％ 33.3％ 

児童生徒の豊かな読書経験の機会を充実していくためには、児童生徒の知的活動を増進

し、様々な興味・関心に応える魅力的な学校図書館資料を整備することが必要とされてい

ます。このことから、学校図書館図書標準の達成を目標に設定しました。各校においては

多様な学習活動を展開するために必要な資料を計画的に整備されるよう取り組んでいます

が、情報が古くなった図書の廃棄等により、目標達成が難しいとの意見がありました。 

 

 １か月の目標読書冊数（月平均） 

【園児】 

市第三次計画現状値 
H28年度 

県目標 
R３年度 

市目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

15.2冊 設定なし 17冊以上 12.1冊 
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【小学生】 

市第三次計画現状値 
H28年度 

県目標 
R３年度 

市目標 
R４年度 

市実績 
R３年度 

8.9冊 7冊以上 12冊以上 12.6冊 

【中学生】 

市第三次計画現状値 
H28年度 

県目標 
R３年度 

市目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

2.9冊 4冊以上 4冊以上 2.8冊 

【高校生】 

市第三次計画現状値 
H28年度 

県目標 
R３年度 

市目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

2.5冊 2冊以上 3冊以上 1.2冊 

小中学生の平均読書冊数を現状値の50％増として目標値を設定しました。また、市独自

の目標項目として、園児の読書冊数を設定しました。 

１か月の平均読書冊数については，従来から小学生に比べ中学生、高校生の読書冊数が

かなり少なくなっています。これには、部活動や受験勉強で生徒が多忙になるなどの要因 

が考えられます。他にも、スマートフォンの普及やＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキン

グ・サービス）の利用等により子どもの余暇時間の使い方が変化していることも読書冊数

減少の要因のひとつとして考えられます。 

 学校司書を配置する学校の割合 

【小学校】 

市第三次計画現状値 
H28年度 

県目標 
R３年度 

市目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

100％ 90％ 100％ 100％ 

【中学校】 

市第三次計画現状値 
H28年度 

県目標 
R３年度 

市目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

100％ 90％ 100％ 100％ 

菊川市においては、図書館司書を市内全小中学校に月２回程度派遣し、子どもが学校図

書館の本を借りる楽しみや、読書に興味をもつきっかけとなるよう、子どもの読書環境整

備のための取組を実施しています。 

 読書週間、「子ども読書の日」等に関連して、読書啓発に取り組んだ学校の割合 

【小学校】 

市第三次計画現状値 
H28年度 

県目標 
R３年度 

市目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

100％ 100％ 100％ 55.6％ 

【中学校】 

市第三次計画現状値 
H28年度 

県目標 
R３年度 

市目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

100％ 100％ 100％ 33.3％ 
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読書週間（毎年10月27日から11月9日）、子ども読書の日（毎年4月23日）にちなんで全

小中学校で読書啓発に取り組むことを目標としました。平成31年度には市内小中学校12校

中10校で読書啓発活動に取り組みました。 

最近２年間については、学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理とし

て学校図書館の閉鎖や学級内の図書の貸出停止をしている学校もありました。また、感染

拡大期と啓発期間か重なったことで、啓発活動の実施が難しかったとの意見もありました。 

 静岡県子ども読書アドバイザー養成人数 

市第三次計画現状値 
H28年度 

県目標 
R３年度 

市目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

1人 県全体で320人 2人 1人 

図書館で活動しているボランティアの中から、経験や技術に優れ、リーダーとしての資

質を備えている方を「静岡県子ども読書アドバイザー」として養成を行っています 

計画開始時には１名修了認定を受けており、図書館の講座やイベント、社会教育課の家

庭教育学級等で絵本の選書や読み聞かせの演習に取り組んでいます。 

 本を読むことが好きだと答える児童・生徒の割合 

【小学生】 

市第三次計画開始時 
H30年度 

県目標 
R３年度 

市目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

81.2％ 80.0％ 85.0％ 74.5％ 

 
 

平成30年度と令和３年度を比較すると、本を読むことが「好き」と答えた小学生は

2.1パーセント増加していますが、「どちらかといえば好き」と答えた小学生が5.7パー

セント減少しており、計画開始時と直近の調査を比較すると、読書が好きの割合が減少

傾向にあります。 

また、「どちらかというと嫌い」が増加しており、全体的に読書を好まない傾向が強

くなっています。  

39.6%

40.6%

35.5%

41.7%

40.4%

40.6%

40.0%

34.7%

12.6%

12.6%

14.5%

14.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年度

平成31年度

令和２年度

令和３年度

小学生 本を読むことの好き嫌い

好き どちらかといえば好き どちらかというと嫌い 嫌い 無回答
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【中学生】 

市第三次計画開始時 
H30年度 

県目標 
R３年度 

市目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

81.4％ 80.0％ 85.0％ 79.4％ 

 
「本を読むことが好き」及び「本を読むことがどちらかというと好き」の割合は、県

目標を上回ったものの、市目標を達成できませんでした。 

 

【高校生】 

市第三次計画開始時 
H30年度 

県目標 
R３年度 

市目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

73.2％ 80.0％ 85.0％ 61.8％ 

 
「本を読むことが好き」と答えた高校生は平成30年度と令和元年度は減少しましたが、

令和３年度はやや回復しました。しかしながら、「本を読むことがどちらかといえば嫌い」

42.4%

43.0%

36.5%

46.8%

40.0%

38.4%

40.6%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年度

平成31年度

令和２年度

令和３年度

中学生 本を読むことの好き嫌い

好き どちらかといえば好き どちらかというと嫌い 嫌い 無回答

33.9%

29.1%

30.5%

34.0%

43.2%

44.1%

36.8%

39.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年度

平成31年度

令和２年度

令和３年度

高校生 本を読むことの好き嫌い

好き どちらかといえば好き どちらかというと嫌い 嫌い 無回答
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「本を読むことが嫌い」と回答する高校生の数は計画開始時に比べ増加しました。 

(2) 市独自に設定した項目 

 学校図書館ボランティアが活動している学校の割合 

項目 
市第三次計画現状値 

H28年度 
市目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

小学校 100％ 100％ 66.7％ 

中学校 100％ 100％ 33.3％ 

計画開始時（平成28年度）は、全小中学校で本棚への配架や室内の飾りつけに小中学校

の保護者や地域の方々をボランティアとして活用していました。しかし、新型コロナウイ

ルス感染症に対策として、学校図書館ボランティアの活用を見合わせた学校があります。 

 放課後児童クラブで読み聞かせなどを実施しているクラブの割合 

市第三次計画現状値 
H28年度 

市目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

100％ 100％ 100％ 

全ての放課後児童クラブにおいて、職員やボランティアによる読み聞かせや紙芝居の上

演に取り組んでいます。 

 市立図書館の子どもに関わる団体を対象とした「団体貸出」の年間貸出冊数 

市第三次計画現状値 
H28年度 

市目標 
R４年度 

市実績 
Ｒ３年度 

11,577冊 11,000冊以上 7,752冊 

計画時（平成28年度）においては目標値である11,000冊以上の実績がありました。しか

し、新型コロナウイルス感染症に対する衛生管理として本の消毒を要したこともあり、園

や放課後児童クラブでの団体貸出実績数は減少しています。 

(3) 読書についてのアンケート集計結果（抜粋） 

本計画を策定するにあたり、「子どもの読書に関するアンケート」を令和３年度に実施

し、市民の読書活動の実態の把握や、図書館の利用状況等を把握し、計画策定と図書館運

営等の基礎資料としています。 

３歳児と小学２年生は対象児の保護者から、小学５年生と中学２年生と高校２年生は対

象者本人に回答いただきました。 

 調査概要 

項目 ３歳児 小学２年生 小学５年生 中学２年生 高校２年生 

回答数 334人 174人 205人 400人 505人 

備考：３歳児、小学２年生は保護者を対象に調査（令和３年度実施） 
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 お子さんは本を好きだと思いますか（３歳児） 

 

 

 お子さんは本を好きだと思いますか（小学校２年生） 

 

 

 あなたは本を読むことが好きですか（小学校５年生） 

 
 

0%

4%

34%

62%

好き どちらかというと好き どちらかというと嫌い 嫌い

4%

21%

45%

30%

好き どちらかというと好き どちらかというと嫌い 嫌い

7%

16%

40%

37%

好き どちらかというと好き どちらかというと嫌い 嫌い
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 本を読むことを好きな理由（３歳児、小学２年生） 

 
お子さんが本を読むことを好きな理由」について、「小さい頃からたくさん本を読み聞

かせているから」と答えた方は、３歳児の保護者が26％、小学２年生の保護者が13％でし

た。 

 

 本を読むことを好きな理由（小学校５年生、中学２年生、高校２年生） 

 
「小さなころにたくさん本を読んでもらったから」を本が好きな理由に挙げた児童生徒 

は、小学５年生が17％、中学生が10％、高校生は14％となりました。 

  

38%

46%

13%

26%

36%

8%

9%

17%

3%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学２年生

３歳児

おもしろい・楽しい本と出会ったから

小さい頃からたくさん本を読み聞かせているから

家族が本を好きだから

家にたくさん本があるから

その他

19%

22%

19%

14%

10%

17%

59%

54%

43%

4%

8%

9%

4%

6%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生

中学２年生

小学５年生

いろいろなことがわかるから 小さい頃にたくさん本を読んでもらったから

おもしろい本と出会ったから 家にたくさん本があったから

その他
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 本を読むことが嫌いだという理由（３歳児、小学２年生） 

 

３歳児、小学２年生いずれも「ほかに楽しいことがあるから」が最も多い回答でした。

また、３歳児では「集中することが苦手」という回答がありました。 

 

 本を読むことが嫌いだという理由（小学５年生、中学２年生、高校生） 

 

どの学年においても「ほかに楽しいことがあるから」「字を読むことが苦手」「面白い本

がないから」の回答が上位を占める結果となり、本を読まない大きな要因となることがわ

かりました。 

 

 

 

0%

0%

2%

15%

47%

53%

45%

0%

6%

32%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

小学２年生

３歳児

おもしろい・楽しい本と出会ってないから あまり読み聞かせをしてこなかったから

家族が本を嫌いだから ほかに楽しいことがあるから

集中することが苦手だから その他

2%

10%

6%

44%

37%

42%

26%

23%

28%

18%

19%

12%

8%

11%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高校生

中学２年生

小学５年生

おもしろい本がないから 集中することが苦手 字を読むことが苦手

ほかに楽しいことがあるから その他
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 本を読まない理由（小学５年生、中学２年生、高校生） 

 
部活動や塾など、授業終了後の様々な活動に時間を費やすことが多いことから、「塾

（習い事）や勉強で時間がないから」が多くの回答があり、本を読まない大きな要因とな

ることがわかりました。 

また、本を読むことが嫌い、本を読まない理由として、「読書のほかに好きなことがあ

りそちらを先にしたいから」が多い結果となりました。 

 

 あなたは、本をどのくらい読みますか（不読率） 

 
学年が上がるにつれて不読率は大きくなり、特に、高校２年生では「ほとんど読まない」

と回答した生徒が39％となっています。 

一方で、「ほぼ毎日読む」との回答は、小学５年生の６％に対し、高校２年生では12％と

なっています。 

学年が上がるにつれて不読率の割合が高くなる一方で、本を多く読む割合も高いのが傾向

7%

10%

0%

35%

43%

38%

17%

26%

34%

41%

21%

28%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高校生

中学２年生

小学５年生

塾（習い事）や勉強で時間がないから

本を読むことが嫌いだから

読書のほかに好きなことがありそちらを先にしたいから

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校２年生

中学２年生

小学５年生

高校２年生 中学２年生 小学５年生

ほぼ毎日 12.1% 34.3% 6.0%

週に３～４冊 2.2% 9.8% 18.4%

週に１～２冊 8.3% 14.5% 27.4%

月に１、２冊 37.8% 31.0% 19.4%

ほとんど読まない 39.0% 9.8% 12.4%

無回答 0.6% 0.8% 1.4%

ほぼ毎日 週に３～４冊 週に１～２冊 月に１、２冊 ほとんど読まない 無回答
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となっており、二分化の傾向が目立つ結果となっています。 
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資料２ 持続可能な読書活動の循環の構築 

本計画の基本方針を踏まえて、国の計画で掲げる「子どもの読書のための環境の整備・

充実」の視点を整理し、「発達段階に応じた効果的な取組で子どもの読書の推進」及び

「すべての子どもの読書活動を支える環境の整備」を具体的な取組内容とします。 

また、ＳＤＧｓを具体的な取組の体系に沿って整理することで、横断的な施策展開を導

き、事業に取り組んでいくこととします。 

 

ＳＤＧｓは、2015 年９月に国連において採択された、17 のゴールと169 のターゲット

からなる持続可能な開発目標です 

本計画では、連携している取組に応じて次のＳＤＧｓのアイコンを付しています。
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資料３ 用語集 

（五十音順） 

○朝読書 
小学校・中学校・高等学校において、読書を習慣づける目的で始業時間前等に読書の時間を設け

る取組のこと。 

 

○ＳＮＳ（エスエヌエス） 
ソーシャル・ネットワーキング・サービス（Social Networking Service）の略。登録された利用

者同士が交流できるWebサイトの会員制サービスのこと。 

 

○ＳＤＧs（エスディージーズ） 
サスティナブル・デベロップメント・ゴールズ（Sustainable Development Goals）の略。

2015年9月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開発のための2030ア

ジェンダ」に記載された，2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標のこと。 

 

○おはなし会 
図書館や児童館等が行う絵本の読み聞かせや紙芝居等の行事のこと。 

 

○学校司書 
学校図書館を運営していくために必要な専門的・技術的職務に従事するとともに、学校図書館を

活用した授業やその他の教育活動を司書教諭や教員と共に進める職員のこと。 

 

○学校図書館 
学校において、図書、視覚聴覚教育の資料その他学校教育に必要な資料（図書館資料）を収集し、

整理し、及び保存し、これを児童又は生徒及び教員の利用に供することによって、学校の教育課程

の展開に寄与するとともに、児童又は生徒の健全な教養を育成することを目的として設けられる

学校の設備のこと。 

 

○家庭教育学級 
保護者を対象に、講演会や親子行事など、家庭教育に関する学習の機会を提供する事業。市内

の各園・学校を単位として、それぞれが年数回程度の活動を行っている。 

 

○子ども司書制度 
本が好きで読書に興味・関心が高い子どもたちを対象に、司書についてのノウハウ習得を通して、

友達や家族に読書の素晴らしさや大切さを伝えるリーダーを育成する事業のこと。 

 

○子ども読書の日 
子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う

意欲を高めるため、「子どもの読書活動推進法」（平成13年公布）により、毎年４月23日が「子ども

読書の日」と制定されている。 
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○司書教諭 
教諭として採用された者が学校内の役割としてその職務を担当し、学校図書館資料の選択・収集・

提供や子どもの読書活動に対する指導等を行うなど、学校図書館の運営・活用について中心的な役

割を担う職員のこと。 

 

○団体貸出 
市内の学校や団体 等 を対象に 、市立図書館の図書資料を一定冊数、特別の期間を設け 

貸出する制度。 

 

○電子図書館 
図書（書籍・雑誌・文献資料等）を電子化し、インターネットを通じて、情報の提供を実施する図書

館のサービス。電子化された図書は、電子書籍として、スマートフォン、タブレット、パソコンのディ

スプレイ上で読めることができ、電子書籍はコンテンツとも言う。 

 

○読書週間 
昭和 22 年に出版社・図書館・取次・書店・報道・文化関連各団体が読書週間実行委員会を結成

し、「読書週間」を実施したのがきっかけとなり、翌年から毎年 11 月３日（文化の日）を中心とした 
10 月 27 日～ 11 月９日の２週間が「読書週間」と定められた。 

 

○読書通帳 
利用者自身による、貸出記録の管理と活用を図る取組のこと。自書タイプ、預金通帳タイプ、お薬

手帳タイプの３種類がある。菊川市では利用者が自分で貸出記録を読書通帳に書き込む自書タイプ

を実施している。 

 

○図書標準 
学校図書館図書標準のこと。公立の義務教育諸学校において，学校図書館の図書の整備を図る

際の目標として設定されている。 

 

○放課後児童クラブ 
就労等により放課後等に保護者が家庭にいない児童を対象に、適切な遊びや生活の場を提供する

事業のこと。 

 

○ヤングアダルト 
中高生を中心とする13歳から18歳ぐらいまでの児童と成人の中間に位置する年齢層のこと。

図書館界・出版界で意識して呼称するときに使う用語。ＹＡと略すことが多い。  
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資料４ 法律・要綱・協議会・審議内容等 

1. 子どもの読書活動の推進に関する法律 

平成13年12月12日 法律第154号 

（目的） 

第１条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及

び地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関

する必要な事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総

合的かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成長に資することを目的とす

る。 

（基本理念） 

第２条 子ども（おおむね１８歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子ど

もが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生

をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることに

かんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書

活動を行うことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなけれ

ばならない。 

（国の責務） 

第３条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの

読書活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

（地方公共団体の責務） 

第４条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の

実情を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責

務を有する。 

（事業者の努力） 

第５条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子ども

の読書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努

めるものとする。 

（保護者の役割） 

第６条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣

化に積極的な役割を果たすものとする。 

（関係機関等との連携強化） 

第７条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施

されるよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他

必要な体制の整備に努めるものとする。 

（子ども読書活動推進基本計画） 

第８条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を

図るため、子どもの読書 

活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本計画」という。）

を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会

に報告するとともに、公表しなければならない。 

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第９条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道
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府県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における

子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読

書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策

定されているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動

推進計画）を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進

の状況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策に

ついての計画（以下「市町村子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう

努めなければならない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書

活動推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進

計画の変更について準用する。 

（子ども読書の日） 

第１０条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、

子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。 

２ 子ども読書の日は、４月２３日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう

努めなければならない。 

（財政上の措置等） 

第１１条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施する

ため必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

附 則 

この法律は、公布の日から施行する。 

 

2. 菊川市子ども読書活動推進協議会要綱 

平成20年３月21日教育委員会告示第４号 

（設置） 

第１条 菊川市の子どもたちが読書に親しむことで、豊かな感性と思いやりの心を

育み、自立した市民として成長するよう、子どもの読書活動に関する施策の総合

的かつ計画的な推進を図るため、菊川市子ども読書活動推進協議会（以下「協議

会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 協議会は、次に掲げる事項について所掌し、教育長に報告する。 

(1) 菊川市子ども読書活動推進計画（以下「子ども読書活動推進計画」という。）の

推進及び見直しに関すること。 

(2) 子ども読書活動推進計画に係る施策の実施状況の調査に関すること。 

(3) その他必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 協議会は、委員10人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、教育長が任命する。 

(1) 学識経験を有する者 

(2) 各種団体の代表者 

(3) 前２号に掲げるもののほか、教育長が適当と認める者 
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（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任

期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会には、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選により定める。 

３ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたとき

は、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 協議会の会議は、委員長が招集し、委員長が会議の議長となる。 

２ 協議会の会議は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 協議会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議

長の決するところによる。 

（意見の聴取等） 

第７条 協議会は、その所掌事務を遂行するため必要があると認めるときは、委員

以外の者の出席を求め、その意見を聴き、又は説明を求めることができる。 

（庶務） 

第８条 協議会の庶務は、菊川市立図書館において処理する。 

（補則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、委員長

が委員会に諮って定める。 

附 則 

この告示は、平成20年４月１日から施行する。 
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3. 菊川市子ども読書活動推進協議会 

【令和３年度】子ども読書活動推進協議会委員名簿 

№ 氏   名 所  属 

１ 三浦 康子 すいようおはなし会 代表 

２ 澤﨑 淳一 堀之内小学校 校長 

３ 落合 美紀 小笠北幼稚園 園長 

４ 山下 千鶴 小笠児童館 館長 

５ 松下 壽男 学識経験者 

６ 寺本 秀子 図書館ボランティア 代表 

７ 大田 幸代 図書館ボランティア 代表 

 

 

【令和４年度】子ども読書活動推進協議会委員名簿 

№ 氏   名 所  属 

１ 三浦 康子 すいようおはなし会 代表 

２ 杉山 豊和 内田小学校 校長 

３ 石川 妙子 おおぞら認定こども園 副園長 

４ 山下 千鶴 小笠児童館 館長 

５ 松下 壽男 学識経験者 

６ 稲垣 清子 子育てサポートりぼん 代表 

７ 松永美千代 小笠高等学校 教諭 
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 ○子ども読書活動推進協議会における審議内容 

 

【令和３年度】 

開催回 開催日 審議内容等 

第１回 令和３年８月20日（金） ・第三次計画の進捗状況等 

第２回 令和３年12月３日（金） 
・第四次計画の基本的な考え方 

・アンケート実施について 

 

【令和４年度】 

開催回 開催日 審議内容等 

第１回 令和４年６月９日（木） 

・アンケート実施結果 

・子ども読書活動における課題 

・基本方針について 

第２回 令和４年８月17日（水） 
・計画体系について 

・具体的な取組について 

第３回 令和４年10月11日（火） 
・計画体系について 

・計画案の全頁について 

第４回 令和５年 月 日（ ） 
・第四次計画の承認等 
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